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新潟県チーム監督兼選手
　西脇範明さん（長岡市）

　ふだんは長岡の中越クラブに所属
して主に土日に練習しています。ね
んりんピックには今回初めて参加し
ます。団体戦のメンバーには初めて

一緒にプレーする人もいて、まだよ
く分からない部分もあるのですが、9
月以降に本格的な練習に取り組む予
定です。まずは初戦突破が目標です。

い
ざ「
彩
の
国
」へ

▲ゲートボール（
５月・新発田市）

▼弓道（５月・弥彦村）

▲ソフトボール（５月・糸魚川市）

▲剣道（６月・上越市） ▲バウンドテニス（５月・魚沼市）

▼ダンススポーツ（５月・新潟市
）

にいがた
ねんりんピック
にいがた
ねんりんピック
にいがた
ねんりんピック

熱戦譜熱戦譜熱戦譜

▲ソフトバレーボ
ール（５月・長岡

市）

まずは初戦突破をソ
フ
ト
テ
ニ
ス

糸魚川チーム選手
　室橋喜一さん（糸魚川市）

　糸魚川チームは昨年に続いて 2 大
会連続での出場になります。昨年は
女子の部で 10 位台に 2 人が入る好
成績でしたが、男子の私は50位でし

た。今回はそれを上回る結果を目指
したいですね。そして何よりも、全国
から集う仲間たちと楽しむことを第
一にプレーしたいと思っています。

楽しむのを第一にグ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ

ながおか健康マージャンの会選手代表
　金澤壽一さん（長岡市）

　マージャン歴は 50 年以上。「健康
マージャンの会」には定年退職後入
会し15年になります。「健康」がつく
方は文字通り健康的でマナーにも厳

しく、脳を活性化するのに有効です。
　ねんりんピックは今回が初めての
出場。実力者がそろっており、団体
戦、個人戦とも優勝を目指します。

目指すは全国優勝健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

！！
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11
月
に
埼
玉
県
で
開
か
れ
る

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
彩
の
国
さ

い
た
ま
２
０
２
６
」
の
新
潟
県

代
表
選
考
を
兼
ね
た
「
に
い
が

た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」(

主
催
・

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
共

催・新
潟
県
、新
潟
市
な
ど)

が
、

５
月
か
ら
県
内
各
地
で
開
か

れ
、
埼
玉
大
会
に
出
場
す
る
新

潟
県
選
手
団
、
13
種
目
の
81
人

が
確
定
し
ま
し
た
。

　
新
潟
県
選
手
団
に
は
県
内
21

市
町
村
か
ら
参
加
し
、
平
均
年

齢
は
71
・
73
歳
。最
高
齢
は
男

女
共
に
88
歳
で
す
。

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
彩
の
国

さ
い
た
ま
２
０
２
６
」は
11
月
７

日
か
ら
10
日
ま
で
、埼
玉
県
内
各

地
で
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
の

交
流
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
は
卓

球
、テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な

ど
10
競
技
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
交
流
大
会
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、太
極
拳
、サ
ッ
カ
ー
な

ど
16
競
技
、
文
化
交
流
大
会
は

囲
碁
、将
棋
、俳
句
、健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
総
合
開
会
式
は
11
月
７
日
、

熊
谷
市
の
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化

公
園
陸
上
競
技
場
で
、
約
１
万

５
０
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

第31回にいがたねんりんピック

競技成績 （１位のみ）
埼玉全国大会
新潟県選手団

種
目
に
　
人
参
加

81

13
最
高
齢
は
男
女
共
に
　
歳
88

卓
　
　
球

テ
ニ
ス

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

新
潟
市

新
潟
県

新
潟
市

新
潟
県

男

男

男

女

男

女

男

女

女

女

男

男

女

新
潟
市

新
潟
県

ゴ
ル
フ

田代　盛一
竹内　芳夫
佐藤　みさ子
開発　ます子

田辺　輝男 村山　範子
吉沢　健治
上村　秀夫
竹内　登久子
小林　園江

加藤　三治
佐々木　浩太郎
藤田　行雄
佐藤　美佐子
松野　陽一
加藤　吉次郎
小柳　洋子
西脇　範明
斎藤　みよ子
𠮷田　正勝
高橋　啓二
堤　恒子
農人　弘一

土田　孝雄
品田　功
小川　輝男

笠原　一子
小山　弘子
野澤　好

新潟ファルコンズ
津南
妙高A

齋藤　一則
加藤　政彦
清水　修子
平山　亨
鈴井　幸子
小野寺　優子
宮田　泰
高橋　昇司
遠山　正宣
石川　美奈子
ブル刈羽

宮下　弘子
長川　敏和
松川　正則
増田　さちえ
伊藤　孝幸
斎藤　隆
近藤　美香
木嶋　弘明
益田　とも子
中川　なおみ
五十嵐　孝
佐藤　裕子
農人　玲子

ソフトボール
ゲートボール
ペタンク

60歳以上

混合
60歳以上
60歳以上
混合
60歳以上
60歳以上
60歳以上
70歳以上

70歳以上
60歳以上

70歳以上
60歳以上
70歳以上
60歳以上

70歳以上
新潟県混合ダブルス

新潟市混合ダブルス

60歳以上
70歳以上
60歳以上

区分 種別 1位

60歳以上
60歳以上

60歳未満
70歳未満
70歳以上
女性の部

70歳以上
女性の部
総合の部
新潟県

弓道

剣道

ソフトバレーボール

バウンドテニス

スタンダードダンス
スポーツ ラテン

新潟市
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燕
市
で
誕
生
し
、今
年
で
四
十
六
年
目
を
迎
え
た「
飛
燕
太
鼓
保
存
会
」。

そ
の
始
ま
り
や
現
在
の
活
動
に
つ
い
て
、会
長
で
あ
る
杉
山
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

和
太
鼓
の
可
能
性
を
広
げ
て
、

楽
し
さ
を
伝
え
る「
飛
燕
太
鼓
保
存
会
」。

飛
燕
太
鼓
保
存
会 

会
長  

杉
山 

博
人
さ
ん

　

飛
燕
太
鼓
の
始
ま
り
は
昭
和
五
十
五
年
。

地
元
で
毎
年
開
催
さ
れ
る「
燕
市
民
祭
」に
、

若
者
が
誇
り
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
な

行
事
を
増
や
そ
う
と
考
え
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。そ
の
後
、公
募
に
よ
っ
て
集
ま
っ

た
十
四
名
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
っ

て
、飛
燕
太
鼓

は
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。翌

年
、燕
市
文
化

会
館
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
の『
無

限
』を
初
め
て

披
露
し
ま
し

た
。こ
の
曲
は
、

日
本
海
太
鼓
の

若
者
が
誇
り
を
持
て
る
行
事
を
。

飛
燕
太
鼓
誕
生
の
き
っ
か
け
。

創
始
者
で
あ
る
竹
田 

満
先
生
に
作
曲
し
て

い
た
だ
い
た
曲
。竹

田
先
生
に
は『
飛
燕
囃
子
』や『
あ
や
め
物
語
』

な
ど
、今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
曲
も
作
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
成
後
は
、「
燕
市
民

祭
」を
は
じ
め
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
企
業
の

行
事
な
ど
に
呼
ん
で
い
た
だ
い
て
、活
動
を

続
け
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、約
二

十
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。大
人
の
中

に
は
六
十
代
も
い

ま
す
よ
。水
曜
日
と

金
曜
日
の
週
二
回

の
練
習
、そ
し
て
月

に
一
、二
回
イ
ベ
ン

ト
に
出
演
し
て
い

ま
す
。

結成当初のイベントや発表会で演奏していた時の様子
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過
去
に
は
県
外
の
み
な
ら
ず
、海
外
で
演

奏
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。

燕
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ

ボ
イ
ガ
ン
市
や
韓
国
、国
内
で
は
国
民
文
化

祭
や
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
も
。様
々
な
場
所
で
の
演
奏
を

通
し
て
、県
外
の
和
太
鼓
の
団
体
の
方
と
も

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
近
年
、保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
の
世
代
交
代

国
内
外
で
演
奏
を
披
露
。

新
た
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
。

も
あ
り
、ド
ラ
ム
や
ギ
タ
ー
、ピ
ア
ノ
な
ど
、

様
々
な
楽
器
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
演

奏
を
披
露
す
る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。地
域

に
根
ざ
し
伝
統
を
継
承
す
る
こ
と
を
大
切
に

し
な
が
ら
も
、新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
演

奏
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。こ
の
ス
テ
ー
ジ

が
き
っ
か
け
で
、入
会
し
て
く
れ
た
方
も
い

ま
す
よ
。今
年
の

三
月
に
行
わ
れ

た
、四
十
五
周
年

記
念
公
演
で
も
、

こ
れ
ま
で
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

さ
せ
て
い
た
だ

い
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
方
々
と

一
緒
に
演
奏
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
飛
燕
太
鼓
の
演
奏
を
見
る
だ
け
で
は
な

く
、実
際
に
叩
い
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。四
十
五
周
年
記
念
公
演

の
時
に
は
、来
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
向
け
て

和
太
鼓
を
も
っ
と
身
近
に
。

誰
で
も
体
験
で
き
る
機
会
を
。

楽
し
む
こ
と
を
大
切
に
。

シェボイガン市で行われたイベントの様子

ドラマーの hilan さんとのコラボレーションも

ど
ん
な
年
齢
で
も
挑
戦
で
き
る
。

仲
間
と
ふ
れ
合
っ
て
心
を
元
気
に
。

　
四
十
六
年
目

を
迎
え
て
、今
後

も
活
動
を
続
け

て
い
く
に
は
、ま

ず
は
楽
し
む
こ

と
が
大
事
か
な

と
思
い
ま
す
。週

に
二
回
練
習
に

来
て
、メ
ン
バ
ー

と
練
習
の
合
間

に
他
愛
の
な
い

こ
と
を
話
し
て
、

少
し
で
も
心
が

元
気
に
な
れ
ば
、

続
け
て
い
る
意

味
が
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。今
、

こ
の
メ
ン
バ
ー

で
楽
し
く
活
動

し
て
い
る
姿
を

見
て
、「
和
太
鼓
を
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」と

思
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。未
経
験
の

方
は
も
ち
ろ
ん
、ど
ん
な
年
齢
で
も
楽
し
く
挑

戦
が
で
き
る
と
思
う
の
で
、興
味
が
あ
れ
ば
ま

ず
は
体
験
に
来
て
く
だ
さ
い
。メ
ン
バ
ー
一
同
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

和
太
鼓
の
体
験
会
も
行
い
ま
し
た
。こ
の
体

験
会
を
き
っ
か
け
に
、以
前
飛
燕
太
鼓
に
所

属
し
て
い
た
人
が
復
帰
し
て
く
れ
た
り
、新

し
い
メ
ン
バ
ー
が
入
会
し
て
く
れ
た
り
し
ま

し
た
。毎
月
一
度
は
太
鼓
の
体
験
会
を
開
く

よ
う
に
し
て
い
て
、気
軽
に
和
太
鼓
を
体
験

で
き
る
機
会
も
作
っ
て
い
ま
す
よ
。

　
体
験
会
で
は
、叩
き
方
や
フ
ォ
ー
ム
を
気

に
せ
ず
、と
に
か
く
楽
し
ん
で
叩
い
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。楽
譜
が
読
め
な
い
未
経
験
の

方
も
大
歓
迎
で
す
。叩
き
や
す
い
よ
う
に
、身

近
な
言
葉
を
リ
ズ
ム
に
置
き
換
え
て
、太
鼓

を
叩
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。体
験
に
来
ら

れ
た
方
か
ら
は「
い
い
汗
を
か
い
た
」と
言
っ

て
も
ら
え
る
く
ら
い
、ち
ょ
っ
と
し
た
運
動

に
も
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟

県
内
３
会
場
に
2
0
0
人

防
災
か
ら
文
化
ま
で
幅
広
く

学
び 

ふ
れ
あ
い 

地
域
の
力
に

学
び 

ふ
れ
あ
い 

地
域
の
力
に

学
び 

ふ
れ
あ
い 

地
域
の
力
に

学
び 

ふ
れ
あ
い 

地
域
の
力
に

令和８年度講座にぎわう

「
西
洋
音
楽
の
魅
力
」の
講
義
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
受
講
生
た
ち

＝
５
月
25
日
・
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

　
３
会
場
合
わ
せ
て
約
２
０
０

人
が
参
加
し
て
、
11
月
中
旬
ま

で
の
間
、
地
域
づ
く
り
、
防
災
、

健
康
、
認
知
症
の
対
応
や
介
護

の
基
礎
、終
活
と
相
続
、デ
ジ
タ

ル
利
活
用
、
新
潟
県
の
歴
史
な

ど
幅
広
い
分
野
を
学
ん
で
い
ま

す
。

　
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は
平
成
元

年
度（
１
９
８
９
年
度
）に「
新

潟
県
高
齢
者
大
学
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
。１
万
人
を
超
え
る
卒

業
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
２
年
制
で
し
た
が
、
令

和
８
年
度
か
ら
１
年
制
に
な
り

ま
し
た
。

　
教
養
を
深
め
る
と
同
時
に
仲

間
づ
く
り
の
場
と
し
て
の
役
割

も
あ
り
、
卒
業
後
は
地
域
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で

活
躍
し
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。

　
新
潟
は
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
、
長
岡
は
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
、

上
越
は
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
上
越
を

会
場
に
、
お
お
む
ね
月
３
回
程

度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
◇

　
７
ペ
ー
ジ
で
、
こ
れ
ま
で
行

わ
れ
た
講
義
か
ら
４
コ
マ
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
内
容
の
概

略
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
世
代
が
共
に
学
び
な
が
ら
交
流
を
深
め
る「
シ
ニ
ア

カ
レ
ッ
ジ
新
潟
」（
主
催・県
社
会
福
祉
協
議
会
）の
令
和
8
年

度
の
講
座
が
新
潟
、長
岡
、上
越
の
3
会
場
で
4
月
下
旬
か
ら

開
か
れ
て
い
ま
す
。

福祉サービスについて、事業者に相談しても解決しない、また、話しにくい場合は

新潟県福祉サービス運営適正化委員会

メールアドレス kujou@fukushiniigata.or.jp

相談無料 秘密厳守

特養などの高齢者施設、
訪問介護、障害者の支援
施設、こども園　など

しょくいん

ねが　　　　　　く じょう

き

しょくいん

ねが　　　　　　く じょう

き

職員が
お願いや苦情を
聞いてくれない

職員が
お願いや苦情を
聞いてくれない

しょくいん

ねが　　　　　　く じょう

き

しょくいん

ねが　　　　　　く じょう

き

しょくいん

ねが　　　　　　く じょう

き

職員が
お願いや苦情を
聞いてくれない

職員が
お願いや苦情を
聞いてくれない

職員が
お願いや苦情を
聞いてくれない

しょくいん　　  こと　ば  づか

い　　　 かた

いや　　  おも

職員の言葉遣いや
言い方がキツく

嫌な思いをしている

しょくいん　　  こと　ば  づか

い　　　 かた

いや　　  おも

職員の言葉遣いや
言い方がキツく

嫌な思いをしている

し　せつない

しょくいん　　　せつめい　　　たい おう

なっとく

施設内でケガをしたが
職員の説明や対応に
納得できない

し　せつない

しょくいん　　　せつめい　　　たい おう

なっとく

施設内でケガをしたが
職員の説明や対応に
納得できない
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シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟

西
洋
音
楽
の
魅
力

〜 

演
奏
や
映
像
を
交
え
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
楽
し
む 

〜

介
護
の
基
本
と
認
知
症

〜 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
通
し
て 

〜

石井 玲子 講師
新潟県立大学人間生活学部
子ども学科教授

豊
か
な
人
間
関
係
を
築
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術

運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り

菊野 麻子 講師
Ｋアプローチ代表

古川 理志 講師
新潟勤労者医療協会
健康運動指導士

山田 美惠 講師
新潟県介護福祉士会　副会長

講義の様子、ちょっと拝見

　
言
葉
遣
い
は
心
遣
い
で
あ
る
。

相
手
が
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
上
で
そ
れ
を
尊
重
し
、
自

分
か
ら
心
を
開
い
て
相
手
の
心
を

開
く
よ
う
努
め
た
い
。

　
相
手
の
話
を
上
手
に
聞
く
こ
と

も
大
切
。
相
手
に
共
感
し
た
り
相

づ
ち
を
打
っ
た
り
し
て
肯
定
的
に

接
す
る
こ
と
が
心
を
開
く
こ
と
に

つ
な
が
る
。
心
で
思
っ
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
言
葉
や
態
度
で
相

手
に
思
い
を
届
け
よ
う
。

　
中
世
で
は
、音
楽
は「
神
の
言
葉
」

を
伝
え
る
た
め
の
祈
り
の
手
段

だ
っ
た
。「
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
」
が

西
洋
音
楽
の
出
発
点
。

　
そ
の
後
ル
ネ
サ
ン
ス
、
バ
ッ
ハ

に
代
表
さ
れ
る
バ
ロ
ッ
ク
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な

ど
の
古
典
派
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
や

シ
ョ
パ
ン
な
ど
の
ロ
マ
ン
派
を
経

て
、
20
世
紀
に
は
印
象
派
や
12
音

技
法
な
ど
そ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆

す
音
楽
が
次
々
登
場
し
た
。

　
介
護
と
は
、
そ
の
人
ら
し
く
自

尊
心
が
持
て
る
生
き
方
を
支
援
す

る
こ
と
。
本
人
の
残
存
機
能
を
い

か
す
こ
と
が
大
事
だ
。
利
用
者
本

位
で
介
護
保
険
制
度
を
活
用
し
て

ほ
し
い
。

　
「
新
し
い
認
知
症
観
」
は
、
互

い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
な
が

ら
支
え
合
う
共
生
社
会
を
を
目
指

し
て
い
る
。
介
護
者
も
頑
張
り
す

ぎ
ず
、
気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ
て

地
域
と
力
を
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

　
現
代
人
の
不
調
の
大
き
な
要
因

は
、
同
じ
姿
勢
を
長
時
間
取
り
続

け
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。65
歳

か
ら
の
高
齢
期
に
は
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
と
共
に
生
活
機
能
低
下

の
予
防
が
重
点
課
題
と
な
る
。

　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
は
、

個
人
差
を
踏
ま
え
強
度
や
量
を
調

整
し
、
可
能
な
も
の
か
ら
取
り
組

む
こ
と
が
大
事
。座
位
行
動
を
減

ら
し
歩
行
以
上
の
活
動
を
増
や
す

こ
と
だ
。
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Let’s W
ork

〒950-8575 新潟市中央区上所2丁目2番2号　新潟ユニゾンプラザ3F

新潟県 ｜ 社会福祉法人新潟県社会福祉協議会 新潟県福祉人材センター

県内に在住、在学の大学生、専門学生、高校生のみなさんへ

求人事業所一覧

主　催

介護施設でアルバイトしてみませんか？

025-281-5523
check!ni.jinzaicenter@fukushiniigata.or.jp

イベントやレクリエ一ションの
企画・運営

施設内の清掃
備品の消毒
環境整備 等

SNSや広報の
運用業務食事の準備

利用者の話し相手
見守り

私
た
ち
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、「
共
に
生
き
共
に
つ
く
る
福
祉
社
会
」を
目
指
し
て
各
種
の
支
援
や
相
談
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
事
業
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

介護の仕事を知るきっかけに
初心者歓迎、就活に役立つかも？

学生の介護職場アルバイトマッチング

　
心
の
通
う
仕
事
、ぜ
ひ
体
験
を

　
若
い
人
た
ち
に
介
護
の
仕
事

の
魅
力
を
伝
え
、
業
界
で
働
く

人
材
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
学
生

向
け
に
ア
ル
バ
イ
ト
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
マッ
チ
ン
グ
事
業
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
介

護
の
「
周
辺
業
務
」
を
担
う
学

生
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
福
祉
の
専
門
的

な
知
識
が
な
く
て
も
始
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
特
長
で
、
大
学

生
や
専
門
学
校
生
の
ほ
か
、
高

校
生
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
現
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
経

験
す
る
こ
と
は
就
活
に
も
役
立
つ

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
面
接

で
「
学
生
の
時
に
力
を
入
れ
て
い

た
こ
と
は
何
で
す
か
？
」
と
質

問
さ
れ
て
、「
介
護
施
設
で
働
い

て
い
ま
し
た
」と
答
え
ら
れ
れ
ば
、

ち
ょっ
と
し
た
ア
ピ
ー
ル
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
介
護
施
設
で
の
ア
ル
バ
イ
ト

は
、「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言

葉
を
直
接
い
た
だ
け
る
仕
事
で

す
。
そ
の
言
葉
で
や
る
気
が
生

ま
れ
、
き
っ
と
温

か
い
気
持
ち
に
な

る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

　
事
業
所
に
と
っ

て
も
ア
ル
バ
イ
ト

は
貴
重
な
若
手
戦

力
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ

る
高
校
生
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
週
１
〜
２

回
、
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
に
働
い
て
い
ま
す
。

事
業
所
の
担
当
者
は
「
初
め
は

な
じ
め
る
か
心
配
し
て
い
た
が
、

最
近
は
笑
顔
が
出
て
き
て
安
心

し
て
い
る
。
長
く
勤
め
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
す
。
利
用
者
に
と
っ
て

は
孫
の
よ
う
な
年
齢
で
非
常
に

好
評
だ
そ
う
で
す
。

　
【
メ
モ
】
学
生
の
介
護
職
場
ア
ル
バ
イ
ト
マッ
チ
ン
グ
は
、
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
の
特
設
サ
イ
ト
に
7
月
10
日
現
在
、
県
内
介
護
施
設
の
求
人

を
51
件
掲
載
。
ど
の
求
人
も
、
短
時
間
や
週
１
回
か
ら
Ｏ
Ｋ
な
ど
学

生
に
配
慮
し
た
も
の
に
な
って
い
ま
す
。
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
掲
載
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
、
問
い
合
わ
せ
は
新
潟
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
、

０
２
５
（
２
８
１
）
５
５
２
３
へ
。

　
核
家
族
化
が
進
む
中
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
関

わ
る
機
会
の
な
い
若
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
生
の

皆
さ
ん
に
介
護
を
正
し
く
知
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

　
Ａ
Ｉ
が
普
及
し
て
も
、
介
護

は
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
心
の

通
っ
た
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
ア

ル
バ
イ
ト
を
機
に
将
来
の
選
択
肢

に
な
れ
ば
こ
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
介
護
の
仕

事
は
考
え
て
い
な
い
と
い
う
学
生

さ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。
ま
ず
は

介
護
を
知
る
き
っ
か
け
と
し
て
始

め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
・
と
が
し
）

学
生
の
介
護
職
場
ア
ル
バ
イ
ト
マッ
チ
ン
グ
の
チ
ラ
シ

こ
の
似
顔
絵
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
ん
し
ん（
十
日
町
市
）の
江
口
さ
と

み
さ
ん
が
制
作
し
ま
し
た
。

－ 1 －－ 1 －

〜
私
た
ち
の
仕
事
、紹
介
し
ま
す

〜
私
た
ち
の
仕
事
、紹
介
し
ま
す

こ
ち
ら
県
社
協

担
当
者
か
ら
Ｐ
Ｒ
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　令和７年度に新潟県認知症コールセンター
へ寄せられた相談実績は、相談者数４０４人
と前年度より若干増加しました。１件の相談
には多岐にわたる内容が含まれることから、
延べ１０６１件の相談内容に対応しました。
　相談内容は、物取られ妄想が現れたこと
や威圧的な態度を取るようになったことなど、
認知症状の進行に伴う行動・症状対応につ
いて、また、日々の介護を通して心身疲労を
訴える介護者側の相談を多く受けました。そ
れらの背景には、家族の不和が隠れており、
認知症のご本人を取り巻く家族関係に関する
相談が一番多く寄せられています。

　他には、ご家族から認知症を疑われたこと
による、やるせない気持ちを吐露する高齢者
や在宅介護の限界、運転免許に関する相談
も寄せられています。
　介護の悩みは一人で抱えず、他の家族や
親戚、知人、福祉施設職員、当センターなど、
誰でも、どこでもよいのでまずはその抱えて
いる気持ちを声に出してみてください。
　当センターは、福祉の有資格者や介護の
経験者が相談員を担い、認知症の方やその
家族が抱えるさまざまな心配ごとや悩みごと
を電話や面談でお受けしています。お気軽に
ご相談ください。

日々の介護に疲れ 認知症と疑われた
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

令
和
７
年
度
相
談
ま
と
め

県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

令
和
７
年
度
相
談
ま
と
め

『認知症』早期発見のめやす 《出典／公益社団法人認知症の人と家族の会》
日常の暮らしの中で、認知症ではないかと思われる言動を、「家族の会」の会員の経験からまとめたものです。
医学的な診断基準ではありませんが、暮らしの中での目安として参考にしてください。
●もの忘れがひどい
□ 1．今切ったばかりなのに、電話の相手の名前を忘れる
□ 2．同じことを何度も言う・問う・する
□ 3．しまい忘れ置き忘れが増え、いつも探し物をしている
□ 4．財布・通帳・衣類などを盗まれたと人を疑う
●判断・理解力が衰える
□ 5．料理・片付け・計算・運転などのミスが多くなった
□ 6．新しいことが覚えられない
□ 7．話のつじつまが合わない
□ 8．テレビ番組の内容が理解できなくなった
●時間・場所がわからない
□ 9．約束の日時や場所を間違えるようになった
□10．慣れた道でも迷うことがある

●人柄が変わる
□11．些細なことで怒りっぽくなった
□12．周りへの気づかいがなくなり頑固になった
□13．自分の失敗を人のせいにする
□14．「このごろ様子がおかしい」と周囲から言われた
●不安感が強い
□15．ひとりになると怖がったり寂しがったりする
□16．外出時、持ち物を何度も確かめる
□17．「頭が変になった」と本人が訴える
●意欲がなくなる
□18．下着を替えず、身だしなみを構わなくなった
□19．趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなった
□20．ふさぎ込んで何をするのも億劫がりいやがる

《いくつか思い当たることがあれば、一応専門家に相談してみることがよいでしょう。》

認知症のこと、ひとりで悩んでいませんか？　～お気軽にご相談ください～

【所 在 地】 〒950-8575　新潟市中央区上所2-2-2　新潟ユニゾンプラザ３階（来所相談も可）
【相談時間】 月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く） ９:00 ～ 17:00

相談電話

025－281－27
な

8
や

3
みにんちしょう新潟県認知症

コールセンター

■ 相談分類別件数
保健・医療
275件（25.9%）

合
計

介護・介助
363件（34.2%）

福祉サービス
122件（11.5%）

経済・生活
48件（4.5%）

権利擁護
26件（2.5%）

家族・家庭
227件（21.4%）

人
生
（
単
身
）

家
族

夫
婦

近
所
・
地
域

そ
の
他

相
続
・
財
産

成
年
後
見

虐
待

人
権

そ
の
他

生
計

保
険
・
年
金
・
手
当

仕
事

趣
味
・
余
暇
活
動

自
動
車
運
転

そ
の
他

介
護
保
険
・
サ
ー
ビ
ス

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

施
設
・
機
関
・
窓
口

そ
の
他

行
動
・
症
状
対
応

介
護･
介
助
方
法

ス
ト
レ
ス
・
心
身
疲
労

そ
の
他

精
神
衛
生

医
療
相
談

医
療
関
係
機
関

認
知
症
へ
の
不
安

認
知
症
予
防

若
年
性
認
知
症

そ
の
他

19170131871034728682131192324315731164115079221107251061

（単位：件）
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基
本
方
針
Ⅰ
  み
ん
な
で
育
む
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
実
施
概
要県
民
福
祉
大
会（
11月
６
日
）

福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
in新
潟（
11月
８
日
）

県
知
事
へ
の
予
算
要
望
（
12月

25日
）

本
会
で
は
、共
に
生
き
共
に
つ
く
る
福
祉
社
会
を
目
指
す
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、５
つ
の
基
本
方
針

と
14
の
推
進
目
標
を
掲
げ
、新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
様
々
な
地
域
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
一
層
推
し
進
め
る
た
め
、
多
様
な
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
各
種
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

■
 推
進
目
標
１
　
県
民
の
福
祉
へ
の
理
解
促
進
と
福
祉
の
心
の
醸
成

「
第
75
回
新
潟
県
民
福
祉
大
会
」を
魚
沼
市
に
お
い
て
開
催
し
た
ほ
か
、14

年
目
を
迎
え
た「
福
祉
・
介

護
・
健
康
フ
ェ
ア
2025」を

新
潟
市
、上
越
市
の
２
会
場
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
、機
関
誌
｢福
祉

に
い
が
た
｣、｢福

祉
に
い
が
た
 オ
ア
シ
ス
21｣を

発
行
し
、催
事
や
広
報
を
通
じ
て
福
祉
へ
の
理
解
促
進
と

福
祉
の
心
の
醸
成
に
努
め
ま
し
た
。

い
基
金
」
を
活
用
し
た
助
成
や
企
業
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
寄
付
金
等
の
連
絡
調
整
や
配
分
等
を
通
し
て
活

動
支
援
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、
災
害
時
に
お
い
て
被
災
地
支
援
活
動
を
円
滑
か
つ
的
確
に
遂
行
で
き
る
よ

う
、研
修
や
会
議
の
開
催
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
等
を
通
し
て
人
材
育
成
と
体
制
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
 推
進
目
標
4　
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
支
援
の
推
進

県
域
福
祉
団
体
の
連
携
（
連
名
）
に
よ
る
「
令
和
８
年
度
新
潟
県
社
会
福
祉
政
策
・
予
算
に
関
す
る
要
望

書
」を
新
潟
県
知
事
、新
潟
県
福
祉
保
健
部
長
そ
れ
ぞ
れ
に
手
交
し
ま
し
た
。ま
た
、新
潟
県
災
害
支
援
チ
ー

ム（
D
W
A
T）に

お
い
て
は
、新
た
に
保
健
医
療
分
野
を
含
め
た
一
体
的
な
連
携
体
制
の
整
備
に
向
け
て
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
平
時
か
ら
の
関
係
づ
く
り
と
災
害
時
に
迅
速
か
つ
効
果
的
に
支
援
活
動
を
展

開
す
る
た
め
の
体
制
強
化
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
式（
10月

28日・
新
潟
会
場
）

基
本
方
針
Ⅱ
  一
人
ひ
と
り
の
自
立
生
活
づ
く
り

■
 推
進
目
標
１
　
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進

高
齢
者
の
生
き
が
い
や
仲
間
づ
く
り
、健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、「
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」
の
開
催
や
「
全
国
健
康
福
祉
祭
」
へ
の
選
手
派

遣
、「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
」に
お
け
る
学
習
の
機

会
を
提
供
す
る
な
ど
、高
齢
者
の
社
会
活
動
へ
の
参

加
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
令
和
７
年
度
事
業
実
施
報
告

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
令
和
７
年
度
事
業
実
施
報
告

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
令
和
７
年
度
事
業
実
施
報
告

■
 推
進
目
標
２
　
地
域
福
祉
活
動
の
振
興

地
域
福
祉
推
進
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
市
町
村
社
協
の
人
材
育
成
や
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
、
役
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
等
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
個
別
訪
問
や
情
報
共
有
会
議
等
を
実
施
し
、

課
題
の
把
握
と
個
別
支
援
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
県
と
の
共
催
に
よ

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
市
町
村
に
お
け
る
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
を
図

り
ま
し
た
。

■
 推
進
目
標
３
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

地
域
の
福
祉
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
団
体
に
対
し
て
、「
県
民
た
す
け
あ
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介
護
施
設
の
職
場
体
験
チ
ラ
シ

■
 推
進
目
標
２
　
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
の
充
実

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、認
知
症
の
当
事
者
や
そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ
、認
知
症
の
知
識
や
介

護
技
術
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
た
ほ
か
、精
神
面
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
ま
し
た
。

■
 推
進
目
標
３
　
障
害
者
の
社
会
参
加
の
促
進

福
祉
施
設
で
作
る
製
品
の
展
示
・
販
売
と
授
産
事
業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
福
祉
の
店
パ
レ
ッ
ト

で
の
店
舗
販
売
員
業
務
を
通
じ
て
障
害
者
の
就
労
体
験
の
場
を
提
供
し
、
職
業
能
力
の
向
上
と
将
来
の
就

労
や
自
立
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
 推
進
目
標
４
　
生
活
の
安
定
へ
の
支
援

低
所
得
者
や
高
齢
者
、障
害
者
な
ど
の
世
帯
に
対
し
使
途
に
応
じ
た
貸
付
を
行
う
と
と
も
に
、市
町
村
社

協
や
民
生
委
員
･児
童
委
員
、
自
立
相
談
支
援
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
る
相
談
支
援
を
行
い
、
生
活
困
窮
者

の
生
活
再
建
と
自
立
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
で
は
、
借
受
世
帯
の
生
活
再

建
を
図
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
を
継
続
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
児
童
養
護
施
設
等
退
所
者
に
は
、
進
学
や
就
職
、
資
格
取
得
等
を
促
進
す
る
た

め
の
貸
付
け
を
行
い
、自
立
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

基
本
方
針
Ⅲ
  利
用
者
主
体
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り

■
 推
進
目
標
１
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
権
利
擁
護
の
推
進

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
携
わ
る
専
門
員
・
生
活
支
援
員
の
資
質
向
上
を
目
指
す
研
修
の
開
催
、
適

正
な
事
業
運
営
の
確
保
を
図
る
た
め
に
業
務
監
督
実
地
指
導
を
行
っ
た
ほ
か
、
利
用
料
金
の
改
定
に
向
け

た
市
町
村
社
協
と
の
検
討
会
議
の
開
催
、
頼
る
身
寄
り
が
い
な
い
高
齢
者
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
県
内
外

の
社
協
と
の
情
報
共
有
・
意
見
交
換
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
及
び
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
整
備
・
充
実
に
向
け
て
、専
門
的
知
見

を
有
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、
市
町
村
長
申
立
、
中
核
機
関
の
担
当
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
各
種
研

修
・
会
議
を
開
催
し
た
ほ
か
、
体
制
整
備
支
援
等
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
行
政
機
関
等
か
ら
の
相
談
に
応

じ
ま
し
た
。権
利
擁
護
支
援
者
の
担
い
手
拡
充
に
向
け
て
は
、
各
種
研
修
・
会
議
の
開
催
や
権
利
擁
護
支
援

者
の
養
成
・
活
躍
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
 推
進
目
標
２
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
苦
情
解
決
支
援
の
充
実

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者
等
か
ら
の
苦
情
を
適
切

に
解
決
し
た
ほ
か
、社
会
福
祉
事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
苦
情
解
決
に
必
要
な
知
識
等
の
習
得
、向
上
を
目
指

し
た
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
状
況
に
関
す
る
調
査
を
行
う
な
ど
、事
業
実
施
主
体
の
運
営
を
監
視
し
ま
し
た
。

基
本
方
針
Ⅳ
  福
祉
を
支
え
る
人
づ
く
り

新
潟
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
に
よ
る

細
や
か
な
相
談
支
援
の
強
み
を
生
か
し
、
求
職
者
の
個
別
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
求
人
情
報
の
提
供
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
る
出
張
相
談

の
拡
充
に
向
け
て
就
職
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、「
介
護
施
設
に
お
け
る
職
場
体
験
事
業
」や「
親
子
向
け
介
護
体

験
会
」の
実
施
、新
た
に
、高
校
生
以
上
の
学
生
を
対
象
と
し
た「
介
護
職

場
ア
ル
バ
イ
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」を
開
始
し
、
求
職
者
に
と
ど
ま
ら
ず

小
学
生
や
高
校
・
大
学
・
専
門
学
生
な
ど
次
代
を
担
う
若
い
層
に
向
け

て
、福
祉
・
介
護
の
や
り
が
い
や
魅
力
の
発
見
、具
体
的
な
仕
事
内
容
の

理
解
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

■
 推
進
目
標
１
　
福
祉
従
事
者
の
確
保
・
就
労
の
促
進
と
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
へ
の
支
援

■
 推
進
目
標
２
　
介
護
の
理
解
促
進
と
知
識
・
技
術
の
普
及
・
促
進

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
在
宅
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
住
民
向
け「
県
民
介
護
知
識
・
技
術
習

得
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。在
宅
に
お
け
る
高
齢
者
介
護
に
つ
い
て
実
習
等
を
行
う
と
と
も
に
、
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
求
職
中
の
受
講
者
に
対
し
て「
求
職
活
動
実
績
証
明
書
」を
発
行
す
る
な
ど

就
職
活
動
へ
の
支
援
に
も
努
め
ま
し
た
。

■
 推
進
目
標
３
　
福
祉
従
事
者
の
養
成
と
資
質
向
上
の
推
進

福
祉
人
材
の
育
成
と
資
質
向
上
に
向
け
て
、
福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯
研
修（
階
層
別
）の
ほ

か
、職
種
や
事
業
所
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
研
修
を
全
31
研
修（
40
回
）を
実
施
し
、福
祉
従
事
者
の
知
識
・

技
術
の
習
得
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
支
援
専
門
員
に
な
る
た
め
に
必
要
な
実
務
研
修
を
希
望
す
る
方
に
対
し
て
、
専
門
知
識
を
有
し
て

い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
全
国
統
一
試
験
を
３
会
場（
新
潟
市
、三
条
市
、上
越
市
）に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

基
本
方
針
Ⅴ
  法
人
運
営
機
能
の
強
化

■
 推
進
目
標
１
　
組
織
推
進
体
制
・
経
営
力
強
化

本
会
の
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
措
置
等
の
要
望
を
自
由
民
主
党
新
潟
県
支
部
へ

行
っ
た
ほ
か
、
内
部
管
理
体
制
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
徹

底
に
務
め
、
会
計
監
査
人
の
設
置
に
よ
る
財
務
規
律
の
強
化
や
職
員
の
育
成
・
資
質
向
上
に
取
り
組
む
な

ど
、組
織
推
進
体
制
・
経
営
力
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
の
管
理
運
営
で
は
、

指
定
管
理
者
と
し
て
施
設
の
保
守
管
理
に
万
全
を
期
し
、サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、U
RL
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.fukushiniigata.or.jp/about/pref/
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新潟県社会福祉協議会　令和７年度決算　資金収支内訳表

会計単位／事業区分／拠点区分　等 収支等区分 予算額
⒜

決算額
⒝

増減
⒜－⒝

⑧福祉従事者確保・就労促進事業
（福祉人材センター事業、
　福利厚生センター事業など）

⑵　公益事業　合計

③福祉従事者退職共済事業
（民間退職積立基金事業）

①新潟ユニゾンプラザ管理運営事業

※社会福祉法人会計基準により内部取引を相殺消去して表記しているため、各事業間の合計は一致しません。
※総収入額に前期末支払資金残高を含めています。

総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高
総収入
総支出

当期末支払資金残高

3,184,894,000
2,496,679,000
688,215,000
486,042,000
408,124,000
77,918,000
86,663,000
88,864,000
△2,201,000
6,274,000
5,056,000
1,218,000
17,462,000
17,462,000

0
42,747,000
42,747,000

0
72,421,000
72,421,000

0
16,247,000
9,880,000
6,367,000
68,174,000
68,174,000

0
63,265,000
63,265,000

0
10,656,000
10,656,000

0
34,252,000
34,252,000

0
103,472,000
30,938,000
72,534,000

2,595,195,000
1,968,511,000
626,684,000
32,959,000
16,661,000
16,298,000
22,096,000
12,818,000
9,278,000

1,597,073,000
1,597,073,000

0
943,067,000
341,959,000
601,108,000
114,483,000
130,870,000
△16,387,000
114,483,000
130,870,000
△16,387,000

3,209,237,021
2,504,175,023
705,061,998
486,740,487
403,645,152
83,095,335
86,117,530
87,387,357
△1,269,827
6,179,809
4,962,229
1,217,580
17,559,577
17,559,577

0
42,804,811
42,804,811

0
72,508,000
72,508,000

0
16,330,856
9,997,678
6,333,178
68,052,955
68,052,955

0
62,860,064
62,860,064

0
10,659,000
10,659,000

0
34,926,825
30,879,325
4,047,500

103,767,097
31,000,193
72,766,904

2,617,800,447
1,983,368,421
634,432,026
32,965,135
16,839,626
16,125,509
22,099,696
12,830,812
9,268,884

1,612,539,183
1,612,539,183

0
950,196,433
341,158,800
609,037,633
115,696,375
128,161,738
△12,465,363
115,696,375
128,161,738
△12,465,363

△24,343,021
△7,496,023
△16,846,998
△698,487
4,478,848
△5,177,335
545,470
1,476,643
△931,173
94,191
93,771
420

△97,577
△97,577

0
△57,811
△57,811

0
△87,000
△87,000

0
△83,856
△117,678
33,822
121,045
121,045

0
404,936
404,936

0
△3,000
△3,000

0
△674,825
3,372,675
△4,047,500
△295,097
△62,193
△232,904

△22,605,447
△14,857,421
△7,748,026

△6,135
△178,626
172,491
△3,696
△12,812
9,116

△15,466,183
△15,466,183

0
△7,129,433
800,200

△7,929,633
△1,213,375
2,708,262
△3,921,637
△1,213,375
2,708,262
△3,921,637

一般会計

⑴　社会福祉事業　合計

①法人運営事業
（理事会・評議員会など）

②連絡調整事業
（要望活動、福祉団体懇談会など）

③企画・広報事業
（広報活動、顕彰事業など）

④地域福祉活動推進事業
（成年後見制度体制整備支援事業、
　市町村社協支援など）

⑤高齢者福祉活動推進事業
（明るい長寿社会づくり事業など）

⑥障害者福祉活動推進事業
（福祉の店パレット新潟店など）

⑦福祉サービス利用支援事業
（日常生活自立支援事業など）

⑨共同募金配分金事業
（福祉にいがた発行事業、県民福祉大会など）

⑩助成事業
（福祉施設への助成）

⑪基金管理運営事業
（県民たすけあい基金など）

①福祉従事者養成・資質向上事業
（社会福祉研修センター事業）

②介護支援専門員養成・資質向上事業
（ケアマネ実務研修受講試験事業）

④貸付事業
（介護福祉士等修学資金など）

⑶　収益事業　合計

（単位：円）
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「面倒」から「面白い」へ

人
の
つ
な
が
り※

県
社
会
福
祉
協
議
会
ス
タ
ッ
フ
が
、日
々
の
体
験
や
思
い
な
ど
を
つ
づ
り
ま
す
。

申
し
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら

羽
毛
布
団
リ
サ
イ
ク
ル

１
枚
回
収
、
100
円
寄
付

　
最
近
、
コ
ス
パ
や
タ
イ
パ
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。時
間

や
労
力
の
ム
ダ
を
省
く
合
理
的

思
考
は
便
利
だ
が
、
同
時
に
、
人

間
関
係
か
ら
偶
然
の
豊
か
さ
を

奪
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
例
え
ば
、
町
内
会
や
近
所
づ

き
あ
い
を
「
め
ん
ど
く
さ
い
」
と

手
放
し
、
そ
の
結
果
、
何
が
起
き

て
い
る
の
か
。子
育
て
は
家
庭
だ

け
の
責
任
に
な
り
、
高
齢
者
の
孤

独
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
防
災
は
行

政
、
地
域
の
安
心
は
警
備
や
制
度

で
買
う
も
の
に
な
っ
た
。そ
れ
ら

を
お
金
や
サ
ー
ビ
ス
で
代
替
し
、

社
会
的
な
負
担
は
増
し
て
い
る
。

　
か
つ
て
の
「
め
ん
ど
く
さ
い
も

の
」
は
、
実
は
困
っ
た
時
に
助
け

　
東
洋
羽
毛
北
信
越
販
売（
株
）様

の
ご
協
力
に
よ
り
、不
要
な
羽
毛
布

団
を
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
す
こ
と
で
、

１
枚
に
付
き
１
０
０
円
の
寄
付
に

な
る「
募
金
百
貨
店
」の
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
す
こ
と

で
、お
住
ま
い
の
地
域
の
福
祉
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

福
祉
活
動
に
協
力
・
参
加
で
き
る

仕
組
み
と
な
って
い
ま
す
。

　

回
収
料
金
は
無
料
で
す
。お
申
し

込
み
い
た
だ
く
と
宅
配
キ
ッ
ト
が
届

き
、宅
配
業
者
が
集
荷
に
伺
い
ま
す
。

　

詳
し
い
チ
ラ
シ
を
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
新
潟
県
共
同

募
金
会
、０
２
５（
２
８
１
）５
５
３
２
。

回
収
に
つ
い
て
は
東
洋
羽
毛
信
越

販
売
新
潟
営
業
所
、（
０
１
２
０
）３

０
０
０
６
０
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

東洋羽毛「募金百貨店」

羽毛布団リサイクルのチラシ

合
え
る
人
間
関
係
の
蓄
積
で
あ

り
、
地
域
を
守
る
大
切
な
イ

ン
フ
ラ
で
も
あ
っ
た
。

　
今
、必
要
な
の
は
、面
倒
く
さ

い
共
同
体
を
「
面
白
い
共
同
体
」

へ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
な

の
で
は
な
い
か
。人
と
人
が
つ

な
が
る
摩
擦
を
減
ら
し
、
誰
も

が
自
分
の
役
割
を
持
て
る
、
参

加
し
た
く
な
る
地
域
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は

地
域
は
変
わ
ら
な
い
。最
後
は

や
は
り「
人
」。「
こ
れ
、
面
白
い

よ
」「
一
緒
に
や
ろ
う
よ
」
と
本

気
で
動
き
出
す
人
を
応
援
し
、

孤
立
さ
せ
な
い
。そ
ん
な
温
か

い
器
を
地
域
の
中
に
作
っ
て
い

く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
役
割
で

は
な
い
か
。「
め
ん
ど
く
さ
い
」

は
社
会
が
生
き
て
い
る
証
拠
。

そ
の
中
に
あ
る
価
値
を
現
代
の

形
に
紡
ぎ
直
し
、
参
加
す
る
と

人
生
が
ち
ょ
っ

と
豊
か
に
な
る

共
同
体
を
つ
く
っ

て
い
け
た
ら
い

い
。        

（
貴
浩
）
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損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ25-11172より抜粋）

令和8年度版

しせつの損害補償

社会福祉法人等が経営、運営する
福祉施設・事業の賠償・傷害事故と、
法人の経営にともなうリスクを
幅広く補償します。

「しせつの損害補償」に新たな加入方式「法人包括プラン」ができました。従来の「しせつの損害補償
（施設単位加入）」と「法人包括プラン（法人包括加入）」のいずれかを選択・加入できます。

プラン1 施設業務の補償 プラン3 職員等の補償 プラン4 法人役員等の補償プラン2 施設利用者の補償

従来のしせつの損害補償は、社会福祉法人、社会福祉協議会、公立福祉施設（自
治体）、NPO法人、公益社団法人、公益財団法人が加入対象です。しせつの損害補償

（従来の加入方式）

「法人包括プラン」・「しせつの損害補償（従来の加入方式）」ともプラン１～４は、共通内容です。

NEW法人包括プラン

全ての
施設･事業を
自動補償

第1種
社会福祉事業

第2種
社会福祉事業

公益事業収益事業

「法人包括プラン」は、福祉施設・事業を経営・運営する社会福祉法人が加入
対象です。（社会福祉協議会を除く）

安心安心

簡単簡単

ポイント1

ポイント2

ポイント3

福祉施設（事業）の明細要らずで、全ての福祉施設･事業を
賠償事故からまとめて補償

期中で新たに始めた福祉施設（事業）も手続き不要で自動補償

契約時は全ての入所型･通所型施設の合計定員数の申告のみ
（保育所は別途加入）

便利便利

スマートフォンやタブレットの場合は
こちらの二次元コードよりホーム
ページにアクセスしてください。https://www.fukushihoken.co.jp/ よりアクセス!!

PCからの場合は、ふくしの保険　検索

見積作成・加入手続きは簡単便利なインターネットから!!
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こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
国
の
障

害
者
就
労
支
援
施
設
等
で
作
ら

れ
て
い
る
商
品
の
販
売
会
で
、
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
施
設
か
ら

出
展
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
空
模
様
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ま
で

に
は
回
復
。
日
差
し
も
強
く
な

る
中
、
子
ど
も
向
け
コ
ー
ナ
ー
や

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

や
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
行
い
ま
し
た
。
２
日
間

合
わ
せ
て
お
よ
そ
２
０
０
０
人
が

来
場
し
、
大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　
次
回
の
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー

ル
は
、
新
潟
市
中
央
区
の
古
町

で
10
月
24
日（
土
）と
25
日（
日
）

に
開
催
予
定
で
す
。
そ
れ
に
先

立
ち
、
23
日
に
は
県
庁
内
で
も

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

　新潟県は、毎年 9 月を「自殺対
策推進月間」と定めています。今
年もメディアや web 広告、横断幕
やポスター掲示などを通じて自殺
防止を訴えたり相談窓口の周知に
努めたりするなど、さまざまな啓発
活動を予定しています。
　厚生労働省の人口動態統計（概
数）によると、令和 7 年の新潟県
の自殺者数は前年より33人減って
393 人。人口10 万人当たりの自殺
者数を示す自殺死亡率は全国 5 位
の 19.2 でした。昨年の 2 位から少
し順位は下げたものの、全国平均
の 15.5 を上回る高い水準で推移し

ています。
　こうした状況を受けて県は、国が
定める「自殺予防週間」（9月10日
～16日）を1カ月に拡大。「みんな
で守る　新潟のいのち」のコンセプ
トの下、市町村や関係機関と連携
しながら防止に力を入れています。
　県障害福祉課いのちとこころの
支援室では「周囲の人の様子に異
変を感じたら、声を掛けて寄り添
い、話を聞き、相談窓口をお知らせ
してみてください」と、支援につな
ぐゲートキーパーとしての役割を
担ってもらえるよう、県民に広く呼
び掛けています。

30年ぶり県内開催

みんなで守る 新潟のいのち

2日間で2000人長岡全
国
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル

新潟県自殺対策推進月間
＝ 9  月 ＝

　
6
月
6
日
と
7
日
の
両
日
、長
岡
市
の
道
の
駅
な
が
お
か
花
火
館
で

「
全
国
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル
に
い
が
た
２
０
２
６
ｉｎ
な
が
お
か
」が

開
か
れ
ま
し
た
。全
国
規
模
の
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル
が
新
潟
県
内

で
開
か
れ
る
の
は
お
よ
そ
30
年
ぶ
り
で
す
。

子供たちの人気を集めたマジックショー 興味深そうにワークショップに参加する子供たち

心配された天気も回復し、2日間で約２０００人が訪れた会場

各種相談窓口は
こちらから

新潟県の自殺予防キャンペーンキャラクター
「みまもリン」。お腹の電話番号は県こころ
の相談ダイヤル（３６５日24時間対応）
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パレット新潟店営業日

日 月 火 水 木 金 土

1
7 865432
14 15131211109
21 222019181716
28 292726252423

3130

８月2026年

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

9月2026年

　
人
と
競
っ
た
り
自
分
だ
け
目

立
っ
た
り
す
る
の
が
嫌
い
。
引
っ

込
み
思
案
で
自
己
Ｐ
Ｒ
が
苦
手
。

で
も
真
面
目
で
忍
耐
強
く
て
情
が

深
く
、
郷
土
愛
は
人
一
倍
強
い―

一
般
的
な
新
潟
県
人
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
ん
な
新
潟
県
人
の
一
員
で
あ

る
県
社
会
福
祉
協
議
会
ス
タ
ッ
フ

を
誌
面
に
登
場
さ
せ
、
自
分
た
ち

の
取
り
組
み
を
顔
が
見
え
る
か
た

ち
で
読
者
に
直
接
ア
ピ
ー
ル
で
き

な
い
か
。
今
号
８
ペ
ー
ジ
の
新
企

画
「
こ
ち
ら
県
社
協
〜
私
た
ち
の

仕
事
、
紹
介
し
ま
す
」
は
、
そ
ん

な
狙
い
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
名
前
や
顔
を
ど
こ
ま
で
公
表
す

る
か
。
事
業
に
よ
っ
て
は
担
当
者

個
人
が
前
面
に
出
な
い
方
が
い
い

と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

企
画
の
立
ち
上
げ
に
当
た
り
職
場

の
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
先

に
述
べ
た
県
民
性
の
影
響
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
話
は
そ
う
簡

単
に
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
春
先
か
ら
慎
重
に
議
論
を
重
ね

て
よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
の
が
こ

の
ス
タ
イ
ル
で
す
。
似
顔
絵
は
、

結
果
的
に
顔
写
真
よ
り
も
親
近
感

を
出
せ
た
の
で
は
と
自
負
し
て
い

ま
す
。
毎
回
あ
る
程
度
の
統
一
感

は
保
ち
つ
つ
、
今
後
は
ケ
ー
ス
バ

イ
ケ
ー
ス
で
柔
軟
に
対
応
し
な
が

ら
定
着
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
長
年
掲
載
し
て
い
る
コ
ラ
ム

「
ず
〜
む
」
と
併
せ
、
読
者
と
の
距

離
を
少
し
で
も
縮
め
ら
れ
た
ら
う

れ
し
い
限
り
で
す
。

　
私
た
ち
が
腕
に
よ
り
を
か
け
て

仕
込
ん
だ
「
手
前
み
そ
」、
こ
れ
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
味
を
提
供
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。 

（
橋
）

編 

集 

後 

記

4 5321
11 12109876
18 191716151413
25 262423222120

30292827

日 月 火 水 木 金 土

10月2026年

2 31
9 1087654
16 171514131211
23 242221201918
30 312928272625

福
祉
の
店

パ
レ
ッ
ト
情
報

福
祉・介
護・健
康
フ
ェ
ア
２
０
２
６

　
「
人
と
人
、
世
代
を
つ
な
ぐ
地
域
共
生
社
会
の

実
現
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、「
福
祉
・
介
護
・

健
康
フ
ェ
ア
２
０
２
６
」
が
９
月
に
上
越
市
、
11

月
に
新
潟
市
で
開
か
れ
ま
す
。

　
新
潟
日
報
社
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
開
催

地
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
で
毎
年
開
催

し
、
講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
、
農
福
連
携
イ
ベ
ン
ト
な

ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
す
。

　
【
上
越
】
９
月
12
日
（
土
）、
高
田
城
址
公
園

オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
。
ゲ
ス
ト
は
、
地
元
上
越
市
出

身
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
選
手
で
、
東
京
（
21

年
）
と
パ
リ
（
24
年
）
の
２
大
会
に
連
続
出
場

し
た
石
浦
智
美
さ
ん
。

　
【
新
潟
】11
月
７
日（
土
）、

中
央
区
の
新
潟
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
。
ゲ
ス
ト
は
タ

レ
ン
ト
の
副
島
淳
さ
ん
、
お

笑
い
芸
人
の
鳥
居
み
ゆ
き
さ

ん
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
元
パ

ラ
水
泳
日
本
代
表
の
伊
藤
真

波
さ
ん
。

９
月・上
越
、11
月・新
潟

「福祉の祭典」にぎやかに

写
真
㊨
＝
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を
呼
ん

だ「
お
仕
事
体
験
」＝
２
０
２
５
年
11
月

８
日
・
新
潟
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

写
真
㊧
＝
お
年
寄
り
が
満
面
の
笑
顔
で

ラ
ン
ウ
ェ
ー
を
歩
い
た「
シ
ニ
ア
フ
ァッ
シ
ョ

ン
シ
ョー
」＝
２
０
２
５
年
９
月
20
日
・
上

越
市
の
高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ

◆次回の「福祉にいがた」第887号は10月１日（木）に発行します。
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